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　拙いながら私の留学経験記を書かせていただき
ます。私が留学したのはかれこれもう 8年くらい
前です。なぜ今頃体験記を書く気になったかとい
うと現勤務先である，国立病院機構千葉医療セン
ターの副院長である杉浦先生から“是非，千葉
医学雑誌に投稿しなさい !”と勧められたことが
きっかけです。
　杉浦先生に勧められた理由はといいますと，優
れた研究をしてきたからなわけではなく（笑），
あちらでThe British Broadcasting Corporation 
（以下BBC）のドキュメンタリー番組に出演する
機会があり，エキストラとして出演して来たから
です。
　私は千葉大学を平成 8年（1996年）に卒業し，
現，宮崎   勝教授の千葉大学臓器制御外科学（旧
第一外科，当時は中島伸之教授）に入局しまし
た。現帝京大学ちば総合医療センターの幸田圭史
教授の計らいにより2003年11月から2005年 9月ま
で，米国，North Carolina州，Duke大学消化器
外科に留学しておりました。本来なら，留学先で
の研究の話を最初に書くのでしょうが，ここでは
BBCのドキュメンタリー番組に出ることになっ
た話を中心にしたいと思います。
　North Carolina州 のWilmingtonと い う と こ
ろに太平洋戦争で使われた戦艦が今も飾ってあ
り，その戦艦を使ってBBCがドキュメンタリー
番組を撮影することになったのです。そのドキュ
メンタリー番組というのは，“Days that shook 
the world”と題するもので，過去の世界の出来
事で歴史的に意味を持つ転換点となったような
ものを取り上げて掘り下げて制作するというも
のでした。この時は，テーマがMidway海戦で，
“BATTLE of MIDWAY”というSubtitleでし
た。そこで日本人のエキストラが必要であると，
North Carolinaの日本人会にエキストラ募集の
メールが配信されました。そのメールを見て，私
は参加を申し込みました。
　二泊三日の宿付きの撮影でした。他にも10人く
らいの日本人がいて，New York在住の日本人の
役者さんも一人いました。（彼とはなぜか馬が合
い，私が日本に帰る時に彼にNew Yorkを案内し
てもらいましたし，彼が日本に来た時に会ったり
と今でも交流があります。）
　BBCといえば，イギリスの公共放送局で日本
のNHKみたいなものと解釈できると思うのです
が，当然のことながら私は日本でも番組制作に参
加した経験はなく，経験することはすべて初め
てのことで，とても新鮮でした。お恥ずかしな
がら，撮影前にMidway海戦の太平洋戦争におけ
る重要性を勉強していきました。ご存知の通り，
Midway海戦は太平洋戦争での大きなターニン
グ・ポイントで，もしMidway海戦に日本が勝っ
ていたら，終戦はもっと遅くなっていたかもしれ
ないと言われています。その歴史的に重要な戦い
のドキュメンタリー番組撮影だったのです。
　監督のSteveを中心にとても熱心に真剣に作っ
ていました。限られた人材の中で配役を的確に
し，限られた設備，環境の中で適切に流れを作っ
て撮影しているように感じました。撮影はもちろ
ん真剣ですが，楽しく和やかな雰囲気の中で行わ
れていました。内容はMidway海戦の勝敗が微妙
なところで分かれたということを日本，アメリカ
の両国の立場から描いたものでした。
　私はというと，エキストラですので，いろん
な役をこなしました。外科医，パイロット，水
夫，軍人と，どれもちょい役ですが，中にはセリ
フのあるものもありました。エキストラ全員に配
役が隔たらないように，ちょい役にセリフがつい
たりと，そういう細かい気配りをしている監督の
Steveには感心しました。
　収録が終わり放送されたのは私が日本に帰って
来てからですが，出演した証拠としてのものがな
いと，留学の実績に関わると思い（? !），スタッ
フにしつこくメールして放送したDVDを送って
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きました。その時に医局に行き，宮崎教授に留
学の状況を話したところ，「大丈夫か?  無理そう
だったらすぐに帰ってきてもいいぞ !」と言って
いただきました。どんな状況でも帰ってくるつも
りなどありませんでしたが，その言葉で肩の力が
抜けて取り組めたのを覚えています。
　何とかかんとかで，結局のところ，二本の論文
を出すことができました。一本は腸管の神経原性
炎症についてラットを用いて調べたもの，もう一
本はosteopontinのprimerの最も重要な部分はど
こであるかを調べたものでした。しかし，論文を
出すことができたのもある意味幸運であったと
思っています。
　留学することは知見を広げることに繋がるし，
また私のように日本にいたらまず経験できないで
あろうことも経験することがあるかと思います。
　若い先生達には機会を見つけて留学することを
もらい手に入れることができました。その甲斐
あって，現在就職している千葉医療センターでの
私の経歴紹介の中でそのDVDの一部を流すこと
ができたのです。御蔭様で，今でも前述の杉浦副
院長から“Actor !”と（冷やかしもかねて ? !）
呼ばれています。
　留学のメインである研究の方ですが，全く医局
とのコネクションがなく，医局としては私が初め
て行くところでした。 1週間のうちに 5分しかボ
スと話さないという究極の放置プレイの研究室で
（笑），さらにラボでの研究者は私一人でした。留
学するということは論文を何本か書いて帰るとい
うことでもあると考えていましたが，行った当初
は，「こりゃあまずい，nullで帰ることになるか
も。」と覚悟しました。留学したのは11月だった
ことと最初の半年は日本に家族をおいて一人で渡
米していたこともあり，年末に一度日本に帰って
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お勧めします。
　最後になりましたが，留学の許可を出し，あた
たかく見守って下さった宮崎教授，このような機
会を与えて下さった幸田教授に深く感謝いたして
おります。
　ありがとうございました。
